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西日本旅客鉄道株式会社 

株 式 会 社  日 本 旅 行 

 

 

【JR 西日本×日本旅行】 tabiwa限定発売 

ありがとう 381系緑やくも色編成「幕回し」と、米子扇形車庫見学 

旅行プランを発売します！ 
 

2024 年６月 15 日に、特急やくも号として定期運用を終了した 381 系特急型電車は、順次役目

を終えております。 

この度 381 系車体カラーのうち、緑やくも色編成が役目を終えることとなり、これまでの活躍に感謝の

気持ちを込めて、西日本旅客鉄道株式会社、株式会社日本旅行では、後藤総合車両所出雲支所

(以下、出雲支所)にて 381 系緑やくも色編成のヘッドマーク幕回しと、米子駅に隣接する後藤総合車

両所米子支所内の扇形車庫を見学いただける旅行プランを発売いたします。 

 

１． 商品概要 

（１） 出発日 

2024 年９月 23 日（月・祝） 

 

（２） プラン内容（２日間） 

１日目：新大阪駅⇒岡山駅⇒＜やくも号＞⇒米子駅…扇形車庫見学… 

…米子駅⇒＜やくも号＞⇒出雲市駅 出雲泊 

２日目：出雲市駅＝バス＝出雲支所※＝バス＝出雲市駅…フリータイム… 

…出雲市駅⇒＜やくも号＞⇒岡山駅⇒新大阪駅  

       

※出雲市駅から貸切バスで、出雲支所へご案内し、出雲支所内にて 381 系緑やくも色編成のヘッドマー

ク字幕の回転を見学いただきます。 

（字幕にはかつてＪＲ西日本の 381 系が使用された、列車のヘッドマークが約 20 種類あり全てをご

覧いただけます。幕回し見学時間約 20 分、お昼前後の時間を予定しております。） 

        

●ご利用列車及び、見学時間により、A プラン、B プランがあり、お申し込み時にお選びいただけます。 

 

（３） 販売会社 

      株式会社日本旅行 ※本プランは募集型企画旅行での実施・販売となります。 

 

（４） お申込み方法 

下記のＵＲＬに商品内容を掲載させていただきます。 

https://www.nta.co.jp/jrodekakenet/train/?SITE_ID=66104023 

  ※お電話でのご予約は受け付けておりません。インターネットにてお申込みください。 

※日本旅行のマイページの会員登録が別途必要となります。 
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（５） 発売日時 

     2024 年８月 28 日（水） 11 時予定 

 

（６） おすすめポイント(ツアー参加者へお渡し、旅行代金に含まれます。) 

① 381 系やくもツアーオリジナルグッズ 

② 381 系グッズ（非売品） 

 

（７） 旅行代金及び商品内容詳細のお知らせ 

８月 27 日（火）に上記サイトにて掲載いたします。 

    ※出発地まで及び解散地からの運賃料金は別途必要です。 

    ※車両基地内を見学するツアーのため、未就学児童はご参加いただけません。 

    ※現地発着プラン（１日目の米子駅から扇形車庫見学以降、２日目の貸切バスにて出雲市駅到着までの行

程）もご用意いたします。 

 

    【旅行代金/お一人様】（）内はこども 

    〇新大阪発着 

・おとな：2 名 1 室 37,800 円（29,800 円） 

・おとな：1 名 1 室 39,800 円 

    〇現地発着（米子駅集合・出雲市駅解散） 

・おとな：2 名１室 25,800 円（23,800 円） 

・おとな：1 名 1 室 27,800 円 

 

  （８）募集人員（予定） 

      80 名 

    ※先着順での受付となります。お申込み時に満席となっている場合もございます。 

 

 

 

 

 

 

 

【報道関係お問い合わせ先】 

西日本旅客鉄道株式会社 コーポレートコミュニケーション部 TEL：06-6375-8889 

株式会社 日本旅行 秘書広報部 TEL：03-6895-7860 

【お客様お問い合わせ先】 

日本旅行 おとなびジパング予約ダイヤル（おとなび・ジパング商品センター内） 

       ＴＥＬ:０５７０－６６６－６３１ 一部のＩＰ電話・ＰＨＳからは ０６－６３７１－１２２６ 

       営業時間：１０:００～１７:００ 土曜・日曜・祝日も営業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回ご案内の取り組みは、SDGsの17のゴールのうち、特に9番、15番、17番に貢献するものと考えています。 


